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【抄録】 

現代サッカーにおける攻撃は，ボールを奪った後の速い攻撃である「速攻」と意 図的にボールを動

かしていく「ポゼッション」に大きく分けることができる．2010 年 FIFA ワールドカップ（以下 WC と略記）

では，意 図 的 にボールを動 かしていくポゼッション攻 撃 が注 目 を集 めた．一 方 で，ボールを奪 った後

の速い攻撃は，得点を奪うための重要な手段であることに変わりはない． 

本研究では，2010 年 WC でベスト 4 に進出したチームについて，ボール奪取後の速攻を可能に

する要 因 とシュートに至 るまでの過 程 を明 らかにすることを目 的 とした．まず，チームごとに速 攻 を抽

出し，6 つの分析項目（①ボール奪取位置，②ボール奪取後のプレー，③ボールを奪ってからのパス

の方 向 ，④シュートに至 るまでのパス本 数 ，⑤シュートに至るまでのボールの総 移 動 距 離 ，⑥シュート

に至 るまでの攻 撃 の幅 ）から速 攻 に関 して検 討 した．その結 果 ，「②ボール奪 取 後 のプレー」，「③ボ

ールを奪ってからのパスの方向」に関して，4 チームに共通した特徴がみられた．4 チームともボール

奪取後のプレーに関して，ボールを奪った選手が 1 タッチ目で直接味方選手へパスした割合が最も

高 いこと，またボールを奪 ってからのパスの方 向 に関 し，前 方 の場 合 に速 攻 が成 功 する割 合 が高 い

ことが明らかになった． 

本研究の結果より，世界トップレベルでは，ボール奪取後の局面において可能な限り少ないタッチ

数と前方向にパスをつなげることが速攻を可能にする要因であることが考察された． 
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